
地

境

籍

五

怨

第
四
醜

克

ニ

〓

qA

港
の
榛
に
毎
年
何
回
か
の
祭
櫓
の
時
の
み
活
動
す
る
-
の
も
あ
-
､
花
呼
や
紅
葉
樽
に
の
み
発
え
る
避
覚
都
市
な
ど

そ
れ
か
ら
樺
太
L･6
ど
の
海
岸
に
は
漁
期
の
み
の
果
港
が
あ
る
L
T
熊
野
川
の
沿
岸
に
は
演
氷
期
に
河
東
の
上
し
招
魂

で
増
水
期
に
は
撤
崩
さ
れ
る
来
港
が
あ
る
｡
こ
れ
等
は
種
々
の
立
場
か
ら
色
々
に
分
頼
さ
れ
得
る
で
あ
ら
-
｡

東
港
の
急
塵
に
親
で
は
本
誌
海
岸
故
ーこ

『
一
時
的
港
市
に
就
て
』
と
施
し
て

一
例
を
説
明
し
た
こ
と
が
あ
る
か
ら

義
に
は
省
略
す
る
こ
と
ゝ
す
る
G

ア

ル

プ

ス

の

取

落

田

中

阿

歌

麿

私
は
宵
年
時
代
に
ス
ク
ヰ
ス
に
在
で
'
山
野
を
汲
渉
し
､
大
に
其
山
地
の
威
化
を
受
け
､
及
大
に
之
等
の
地
方
に

親
し
み
を
持
つ
標
に
L･･b
つ
た
O
其
後

ス
ク
ヰ
ス

山
地
の
衆
藩
や
住
民
の
生
活
状
態
'
殊
に
移
牧
生
活
等
の
革
に
軟
で

は
､
趣
味
を
持
っ
て
'
種
々
な
書
物
の
出
版
さ
れ
る
轟
に
.
之
れ
な
取
急
ぎ
播

い
た
も
の
で
あ
る
｡
之
等
の
関
係
か

ら
数
年
前
再
び
此
閲
に
遊
ぶ
棟
を
得
た
の
で
'
各
所
を

風
車
し
た
が
､
内
に
も

PI-
ヌ

R

hbne
河
谷
と
､
英
文
谷

の
或
る
も
の
に
就
で
t
覇
々
細
か
に
勅
察
す
る
こ
と
を
得
た
の
で
あ
る
Q
そ
れ
で
次
に
少
し
-
プ
ア

レ
I
V
aiais
ア

ル

プ
ス
地
方
の
窮
落
･･J､
其
性
比
の
生
活
状
態
の

l
職
を
紹
介
し
て
見
や
-
と
す
る
も
の
で
あ
る
0



田
-
毘
河
谷
は
於
げ
る
常
億
取
落

ス
ク
ヰ
ス
図
の

ロ
ー
ヌ
河
谷
中
マ
ル
チ
ギ
I

Aqartig
ny
よ
-
上
流
に
於
け
る
流
域
内
人
口
の
分

布
を
見
る
に
p･

住
民
の
分
布
を
支
配
す
る
重
要
t･4
る
僚
件
は
次
の
諸
項
で
あ
る
｡

1
.

土
地
の
傾
斜

2
.
土
地
の
日
向

3
.
棋
流
の
県
近
距
離

4
.
高
地

5
.
低
地

64
地
質

侃
人
口
が
相
加
し

て或
程
度
に
蓮
す
れ
ば
最
早
新
家
の
子
孫
に
生
活
の
飴
裕
が
な
い
璃
め
着
の
要
件
に
制
限
を
附

せ
ら
れ
る
O

ク

ヱ
レ
I
の
谷
で
は
現
今
人
口

一
一
四
･九
八
〇
人
あ
っ
て
既
に
制
限
鮎
に
遷
し
て
居
る
｡

ロー
ヌ
氷
河

よ
ゎ
ヤ

ル
チ
ーT
I
に
至
る
ロ
ー
ヌ
河
谷
の
人
口
は
其
左
岸
に
は
俺
に
二
〇
､
0
0
0
人
の
住
比
あ
る
も
ー着
岸
に
は
三

四
､
0
0
0
人
の
住
民
を
有
し
て
居
る
.
射
斯
両
岸
に
於
で
人
口
の
密
度
に
著
し
い
差
を
見
る
は
､
着
岸
は
其
封
岸

に
放
し
地
貌
梢
々
平
夷
な
る
を
以
で
異
港
の
畿
達
に
通
す
る
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
が
'
産
と
し
て
臼
闇
時
間
の
長
短

に
基
-
も
の
で
河
の
南
岸
は
日
照
時
間
に
甚
し
き
差
が
あ
る
と
言
ほ
れ
て
居
る
｡
此
区
域
内
の
或
部
分
で
両
岸
共
に
L

同

1
の
地
貌
な
有
す
る
地
方
即
ち
コ
ソ
シ
ユ
C
.
n
ch
e
郡
に
於
で
も
其
太
陽
に
盈
渡
せ
る
方
南
に
は
三
'
0
0
0
の

人
口
を
有
し
､英
樹
岸
印
も
日
蔭
の
方
向
に
は
怪
に
七
〇
〇
乃
至
八
〇
〇
の
人
口
.官
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
.僻
棋
谷
が

深
-
て
河
岸
の
平
地
が
狭
い
域
食
に
は
此
影
響
も

1
層
大
き
い
の
で
あ
る
O
此
日
向
t
H
蔭
の
意
の
地
名
は
各
地
に

見
る
所
で
我
国
に
も
山
陽
'
山
陰
基
地
が
あ
-
.
筑
ド
T
ツ
で
は

Sonnenseite
主

演
ひ
'
フ
ン
ン
ス
｡ド
ゥ
ヒ
イ
ネ

D

auphinmの
俗
語
で
は

A
d
rech
筑

A
d
re
it
の
柄
あ
る
も
慣
之
で
あ
る
｡
日
照
の
状
態
如
何
は
簡
河
岸
の
住
民

ァ
ル
ブ
ス
の
袈
路

賂
五
啓

発
四
焼

蔓

i

〓
完



地

球

館
五
啓

発
四
暁

究
打

〓

品

0

の
心
理
啓
上
の
帯
性
質
に
ま
で
重
大
な
る
関
係
密
林
っ
て
居
る
｡
着
岸
即
ち
太
験
に
間
す
る
地
方
の
催
民
の
生
酒
堺

唐
は
笹
蹄
で
あ
っ
て
陪
乗
を
量
し
､
叉
文
化
の
程
度
-
進
に
其
判
岸
の
住
民
を
淡
嚢
し
て
居
る
ITJ
此
日
原
の
影
響
は

醇
に
日
産

の地
方
の
下
級
住
民
も=
於
で
顕
著
で
あ
る
｡

レ
ク
キ
ン
グ

リ
.R
e
ck
7･n
gen
(ロ
ー

ヌ
河
上
流
の
着
岸
に
あ

る
)
村
落

の如
き
其
好
例
･1
,1玄
ふ
ペ
-
､

1L
村
内
で
も
住
民
は
白
ら
二
種
に
臨
刺
さ
れ
日
向
と
日
薩
に
居
る
も
の
と

で
は
著
し
い
差
が
あ
る
｡.
之
金
-
其
任
所
の
日
照
時
間
の
長
短
に
基
因
す
る
の
で
あ
る
｡

低
地
で
は
､
洪
水
の
虞
が
あ
る
か
ら
'
入
日
は
極
め
て
少
な
く

即
ブ
タ

グ

B
r1-g
よ

ゎ
サ
ン
.
モ
ー
リ
ス

S
a
in
t

RJf
aur

i
c

e
に
苧
わ
間
の

p
-
ヌ
河
の
洪
酒
地
の
如
き
は
､
此
通
例
で
あ
る
.
け
れ
ど
も
近
年
堤
防
の
修
集
と
'
餓
道

の
敷
設
と
の
番
人
臼
も
次
第
に
相
加
の
傾
向
が
凍
る
O
慧

同
地
に
至
れ
ば
､
住
居
の
高
低
は
'
縦
谷
(郎
ま
谷
)と
､

横
谷
へ郎
側
谷
)と
に
由
っ
て
､
著
し
-
異
っ
て
居
る
｡
如
横
谷
に
於
け
る
窮
落

の
位
蔭
は
､
概
し
て
縦
谷
に
放
け
る

も
の
よ
り
旦
構
地
に
あ
る
O
例

へ
ば

ロ
ー

ヌ
河
着
岸
の
縦
谷
に
在
る
来
港
は

二

二
〇
〇
米
の
高
度
を
趨
ゆ
る
こ
と

は
稀
な
れ
ど
も
横
谷
に
入
る
と
,
ア
イ
ヤ
ン

A
y
en
t
三

-
シ
ユ
'

レ
'
メ
ー

ン
L

oEche･1es･Bain
s
等
の
来
港

で
は
つ

て

四
八
四
米
と

二

四

二

米
の
高
所
に
逢
し
て
居
る
.

次
に
土
地
の
傾
斜
と
云
ふ
事
を
も
考
へ
る
と
､
嘗
で
氷
河
が
造
化
段
丘
の
有
無
は
'
や
は

-
其
連
繋
膝
件
で
あ
る
.

著
し
段
丘
が
L･･
い
と
す
れ
ば
､
任
比
は
牧
場
に
接
近
し
た
い
弟
､
兎
角
高
所
に
任
属
し
ょ
-
と
す
る
の
で
あ
る
｡
紋

に
此
段
丘
の
存
否
は
'
村
の
贋
班
に
影
響
す
る
も
の
で
あ
っ
て
'
段
丘
の
敬
遠
し
た
地
方
は
､

一
村
内
に
幾
多
･の
中



異
港
を
生
み
1
人
23
も
亦
多
い
が
段
丘
の
な
い
地
方
は
'

一
村
の
臨
城
も
狭
-
､
人
口
も
亦
少
な
い
の
で
あ
る
O

t
l

-
ヌ河
の
支
流
が
本
流
に
注
ぐ
所
謂
合
挽
貼
附
近
の
山
斜
の
両
側
を
見
る
と
､
大
抵
段
丘
に
よ
っ
て
迫
ら
れ
'
狭
窄

を
作
り
､
其
上
に
は

.浴
す

一
究
藩
の
建
つ
を
常
と
し
て
屠
る
｡
見
入
瓶
は
撰
流
の
附
淀
に
任
せ
ん
と
す
る
の
は
常
然

で
あ
る
｡
撰
流
の
扇
状
地
の
上
は
､
地
味
が
豊
沃
で
給
水
の
俊
か
あ

り
P
洪
水
の
虞
な
-
､
加
之
横
谷
は
多
-
山
中

の
通
路
に
督
る
の
で
あ
る
.
故
に
人
口
の
中
心
は
､
木
支
流
の
合
流
鮎
に
奉
る
の
が
常
で
あ
る
｡
叉

ロ
ー
ヌ
河
上
流

地
方
及

コ
ソ
;>
ユ
川

の鹿
谷
の
如
き
小
距
離
内
に
'
多
数
の
支
流
を
有
す
る
地
方
で
は
~
部
落
は
小
さ
い
が
~
其
数

塞
-
帥
後
者
は
二
十
四
肝
の
小
距
離
に
'
十
六
の
衆
港
が
あ
っ
て
'
執
れ
も
人
口
四
〇
〇
を
超
ゆ
る
も
の
は
な

い
｡

侍
主
流
と
主
流
と
の
卦

水
銀
と

の由
離
の
遠
近
に
よ
-
P
東
塔
人
口
の
疎
膚
を
典
に
し
て
居
る
Cl
若
し
冬

山筒
の
崩

.

状
地
の
距
離
極
め
て
大
な
る
と
き
は
つ
以
上
の
原
始
来
港
の
間
に
､
新
衆
港
を
生
ず
る
の
で
あ
る
O

取

落

の
横

式

ぜ

高

度

山
地
に
放
け
る
来
港
に
閑
す
旦
掛
度
を
精
査
す
る
に
は
ー
党
づ
甚
来
港
が
何
れ
の
莱
落
横
式
に
屈
す
る
か
を
分
疾

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.
ア
ル
プ

ス
山
地
中
人
頬
の
定
住
に
最
も
便
な
る
場
所
は
村
役
場
､
久
は
宗
数
小
数
匠
事
務

所

の
所
在
地
の
両

脚
に
制
限
せ
ら
れ
'
少
敏
の
住
民
を
宥
す
る
の
み
で
往
々
小
鳳
蝿
の
成
立
を
許
す
限
-
各
地
に
分

離
し
て
文
相
を
作

-
荊
々
も
す
れ
ば
著
大
の
高
度
の
地
に
敦
け
ら
る
1
.こ
と
が
あ
る
O
柑
港
に
関
す
る
地
理
革
上
の

研
究
に
於
で
は
'
山
塊
や
最
高

の
癖

港
を
摘
示
す
る
け
れ
ど
も
其
支
材
は
殆
ん
ど
常
に
本
村
よ
れ
盛

に
高
所
に
存
華

ア
ル
プ
ス
の
発
落

部

五

食

滞

的

鯛

売
払

冨

山
朋



け預

りHHH
H
HH日
日層

川
は
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地

球

男
五
啓

発
何
曲

莞
六

〓l

≡

せ
る
を
以
て
研
究
上
伸
若
干
の
飴
地
を
存
す
る
の
で
あ
る
.
以
上
記
載
し
た
所
は
趣
の
少
な

い
本
村
所
番
地
の
高
席

に
重
き
を
お
か
ず
'
そ
し
て
園
内
に
於
げ
ろ
最
高
来
港
の
日
旅
を
調
製
す
る
に
潜

り
'

ス
ク
キ
ス
で
は
小
教
区
事
務

所

の
併
奄
地
果
落
た
る
｢奇
相
式
村
落
｣
K
irch
d
a
rfe
r
の
存
春
は
正
し
-
此
高
度
に
於
て
比
較
的
多
数
の
人
口
の
存
=

雀
及
び
此
人
口
の
生
活
に
必
要
な
る
要
素
の
集
合
如
何
を
澄
明
す
る
に
過
ぎ
な

い
の
で
あ
る
.

此
主
我
に
よ
っ
て
計
装
し
た

ス
ウ
ヰ
ス
囲
垂
向
の
村
落
は
左
の
如
-
で
あ
る
0

ク
レ
ス
タ

C
r
esta
(
グ

ロ
ウ
フ

y
テ

ン

G
rau
b'd
n
d
e
n

州
)

ク

レ

ス
タ
の
責
付

ク
ユ
フ

Jnf

夏
季
袋
路
フ
ィ
ン
ヂ

レ
ン

F
i
n
d
e
l
e
t)

シ
ア

ン
ド
ラ

ソ

C

h
an
d
o
lin

り
P.

I
.

6
グ

ロ
ウ

7
ソ
テ

ン
州

ム
y

ス
チ
ル
タ
ル

(
M
a
r,s
te
rth
a
.L

谷
)

ア

P
ザ

A
ro
B

(
グ

ロ
ウ

7

ン
テ

ン
州
)

サ
ン

モ
=
ヅ
ツ

S
l
in
tと

o
r
,ttZ

(
グ

ロ
ウ
7

ン
テ

ン
州

ア

ン

か
デ

ー
ン
谷

E
t]g
l
d
in
e
)

が

ソ
J
･

レ
シ
ー
ナ

P
o
n
tr
e
s
in
l

(
グ

ロ
ウ
フ

ン
テ
ソ
州

)

1
'九
柑
九
光

二
'
7
三
三

二
､
〇
七
五

一
へ九
三
六

1
､九
]
八

二
八
九
二

二
八
五
六

二

八
〇
三

移

牧

の

概

況

次
に
ア
ン

一一ブ
イ

エ
ー

ル
谷
V
al
d
'A
nm
fv
iers
と

ツ
ェ
ル

マ
ッ

ト

Z
e
l･m

att
谷
JJ
於
け
る
･移
住
民
の
7
時
的
移

住
_の
概
況
を
記
我

し
ょ
-
0



;

ア
ン
エ
デ
ィ
エー

ル
谷
の
シ
ア
ン
ド
ラ
ン

ChazId
olin
村
落
は
高
壁

-
九
三
六
米
に
位
L
I
此
地
は
彼
の
･

′-.ヽ

ジ
ェ
フ
J
孟

港
に
誓

言

ヰ
ス
中
-

皮
-

む
る
村
-

あ
る
0
此
村
落
の
富

は
苧

南
面
し
芸

歴
の

警

誉

些

小
吉

は
茸

に
牧
-

特
以
高
に
あ
る
O
～
よ
-

い
の
は
髄
に
｢
ア
ル
ブ
｣
ミ
A
Ip
こ
品

す
る

]

警

高
山
若

あ
る
の
み
で
あ
る
0
斯
の
如
き
地
は
塞

他
の
山
間
-

が
家
-

車
掌

山
上
に
警

賞

与

I

鷲['A# ' ノイggj'ー i■㌶̀/′一.′ /
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ア ンニブイエール谷住民移住概況

太･1線は谷底に於ける叉研き弛行線榊鴨 に糾 Tろ移動を

示す

1･ 上郷牧坊 (2800米) ご･ 最高地q)小.臼 (2665米)

:7･ LP駄牧畿 (2300米) ･1. -F私牧嵯 (lSoo米)

･Ej･ 支繋落 (g･)zS0つ米) G,･木付髭･,JG(1220-1936米)

7･ LJ-ヌ河祥一Sie're(550火)

F･-0･Wolf及 Schrr,terにLろ

れ

AJも
'
シ
ア

ン
ド

ラ

ン

の
住
民
は
之
に
反
し
家
畜

と
共
に
森
谷
に
移
下
し
数
.

週
間
の
凌
､
短
期
を
限
-

｢
ア
ル
ブ
｣
に
移
敏
す
る
も

の
で

一
年
の
大
部
分
は
自
L

己

の
冬
季
任
地
よ

り
低
き

高
度
の
地
に
あ
る
の
で
あ

る
O
ア

ン

.1
ブ

イ

エ
ー

ル
谷
の
俳
民
も
亦
純
然

花

る
遊
牧
民
で
あ

っ
て
高
度
.

完
七

〓

き
l

-f
t

･1

---･･･.･-･.･-･1
-･_

-～



地

球

第
五
懸

S
･柑
統

覚

八

〓

品

田

山
p
三

〇
〇
乃
至

二

九
三
六
米
の
間
に
於
け
る
糞
港
に
定
位
し
な
が
ら
高
度
四
五

〇
米
の
地
に
下

-
'

シ
ュ
ー
ル

S
ierre
附
近

ロ
ー

ヌ

R
h
one
河
畔
の
州
地
や
葡
萄
園
の
耕
作
に
徒
事
す
る
事
暫
ら
-
で
再
び
高
度
二
'
七

〇
〇
氷

の
高
所
に
鯵
･Q
｢
ア
ル
ブ
｣
で
牧
畜
を
営
む
の
で
あ
る
〔

ーヽ
ノ

ニ

ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト

Zermattに
下
れ
る
フ
ィ
ン
ヂ

レ
ン
F

l.ndeien川
谷
に
あ
る
同
名
の
衆
港
も
亦
日
向
の
影

l‖Ⅶ一
u

響

の

1
適
例
で
あ
る
｡
此
地
は
夏
季
の
佐
相
で
南
斜
面
に
楢

へ
ら
れ
高
度
二
㌧

〇
七
五
米
貨

に
シ
ア
ン
ド
ラ
ン
よ

-

高
き
事

二
二
九
米
ー
而
し
て
ス
ク
ヰ
ス

最
高
の
兼
落
た
る
ジ
ェ
フ
よ

う
は
五
八
米
低

い
の
で
あ
る
C'
是
鼻
-
日
常

む

の
宜

い
た
め
で
斯
の
如
旦
局
所
に
人
蹄
の
住
居
を
許
す
の
み
な
ら
ず
､
各
種
の
新
作
物
も
亦
其
高
度
に
封
す
る
平
均

限
線
曾
遊
過
し
て
腐
る
0

異
落
の
下
部
は
深
谷
に
蹄
み
谷
底
に
は

淡
水
流
れ
t･J
フ
ィ
ン
ヂ

レ
ン
氷
河

F
In
d
e
te
n
･

g
le
ts
cher
ス
ト
ラ
ル
ホ

ル

ン
山

S
traF!horn
の
積
雪
､
氷
河
と
舶
勤
し
敗
頃
の
真
顔
耕
地
は
億
に
成
熟
す
る
を
得
O

高
度
二
二

〇
〇
兼
ま
で
は
裸
変

C
ecale
cereal
e
､
大
変

H
ord
eum
d
ist]'chon
L
.
W
ar.
mt

a
r
)
S

S
chabter
を

耕
作
L
t
夫
以
高
の
地
に
至
れ
ば
｢
ア
ル
ブ
L
嘩
地
と
な

ら
地
味
慈
し
-
且
不
毛
で

F
e
s
tuca
vateSJ.Ca
S
ch
1.
Poa

bulbosa
i
,
の
芝
生
を
見
る
O

以
上
程
す
る
盛
は
日
向
斜
面
の
村
落
状
況
で
あ
&
O
其
反
射
学

Q
斜
面
の
村
落
は
盈
/

.
日
中
日
光
を
受
け
る
ニー

と
が
少
な
い
｡
そ
し
て
ア
p･
ル

A
r.
11es
(松
杉
科
)
林
を
以
て
掩
は
れ
ー
林
間
の
容
地
は
ア
ル
ブ
箱
根
物
が
革
生

し
て
屠
る
の
み
で
あ
礼
O
此
基
地
は
フ
ィ
ン
ヂ
レ

ン
村
落
の
耕
地
よ

-
高
度
の
低

い
に
-
狗
-
す
八
月
に
於
で
-
葡



嘩
雪
が
あ
っ
て
針
葉
樹
林
の
馬
め
其
融
附
を
妨
げ
ら
れ
て
屠
る
｡
故
に
日
向
日
陰
の
爾
斜
面
は
僕
に
教
官
米
を
柵
隔

て
な
が
ら
も
基
地
に
生
す
る
捕
物
は
期
の
如
-
緯
度
に
於
で
二
五
度
の
揺
隔
な
る
地
の
崖
に
等
し
き
奇
観
を
皐
す
る

の
で
あ
る
｡
之
償
日
光
照
射
の
如
何
に
基
-
現
象
で
あ
る
｡

高

地

即
時

的

取

落

.
常
任
家
屋
の
升
に
高
地
牧
畜
の
行
は
る
1

地
方
で
は
'
夏
季
敗
退
埋
向
地
に
移
牧
し
其
馬
め
に
種
々
な
る
高
度
に

スtT
ツベ

小
屋
を
建
設
す
る
の
で
あ
る
0
之
等

一
種
の
遊
牧
制
度
に
つ
い
で
は
従
来
ア
ジ
ア

の高
壷
や
草

地

に

於
て
研
究
さ
れ
･

た
も
の
が
あ
-
1
乳
ア
フ
リ
カ
等
に
於
で
も
研
究
さ
れ
た
も
の
が
無
い
で
は
な
い
が
p
ヨ
ー
p
ブ
パ

に
於
け
る
之
等

の
研
究
は
比
按
的
新
し
い
も
の
で
あ
る
｡
ア
ル
ブ
山
地
で
の
遊
牧
は
村
有
乱
は
私
有
地
及
び
常
任
家
屋
の
附
近
に
存

L
p
面
積
の
小
さ
い
牧
場
内
に
行
ほ
れ
て
屠
る
｡
ア
ジ
ヤ
や
ア
フ
リ

カ
で
は
天
幕
生
活
で
あ
る
か
ら
天
幕
を
持
っ
て

随
時
移
任
し
て
行
-
の
で
あ
る
が
,
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
種
々
1-5高
度
に
小
屋
が
設
け
む
れ
る
の
で
あ
る
O
そ
し
て
之

等
の
小
屋
は
夏
季
の
住
居
と
云
ふ
許
-1
で
な
-
ー家
畜
の
避
難
所
で
あ
っ
た
-
'牧
草
の
刈
貯
庫
で
あ
っ
た
-
'
叉
は

乳
酒
,
乾
酪
等
の
製
造
所
に
も
1･4
る
の
で
あ
る
｡
夫
等
地
理
上
の
分
布
は
村
落
よ
-
の
距
肝
即
ち
高
度
と
の
関
係
で

あ
る
｡
そ
し
て
谷
底
に
あ
る
常
任
家
屋
か
ら
漸
次
に
斜
面
を
登
る
に
徒
ひ
種
々
な
鳥
小
屋
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
.

之
に
早
-
か
ら
着
服
し
研
究
し
陀
の
は
イ
タ
ブ
ー
の
オ
リ
ン
･-
÷

リ
ネ

タ
O
h'n
t.
M
arinelli
氏
で
あ
る
O
氏
の

研
究
は
吏
ア
ル
プ
ス
,
殊
に
ベ
ネ
チ
ア
地
方
の
ア
ル
プ
ス
山
地
で
研
究
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
､
来
港
の
研
究
上
極

ア

ル
プ
ス
の
袋
路

第
五
令

弟
也
鵬

法
先

冨

藍



鶴

麟

第
五
徽

幕
内
義

き
O

l重責

め
て
有
趣
な
も
の
で
あ
る
.
次
に
其
大
株
を
述
べ
や
う
.

東
ベ
ネ
チ
ア
の
ア
ル

ブ
清
深
谷
で
は
.
下
林
の
常
任
地
で
あ
る
所
の
兼
藩
か
ら
山
地
の
斜
面
を
登
る
に
牡
ひ
+

.々

な
る
横
式
の

一
時
的
住
家
が
寮
見
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
O

第

一
横
式

ス
タ

ポ

リ
(Stlく0tl)
カ
ル

エ

ツ
ク
'
ア
ル
ブ

CarnicA
)p
山
地
に
多
-
､
カ
ド

レ
Cad

ore
穿

に
は
極
め
て
稀
で
あ
る
0
此
横
式
の
小
屋
は
'

一
般
春
季
に
家
畜
を
平

地
か
ら
高
山
の
牧
場
に
移
す
と
き
'
叉
は
款
季
家
畜
を
平
地
に
引
き
換

へ
る
際
'
稀
や
久
し
い
聞
家
畜
を
滞
在
さ
せ
る
満
に
用
ひ
る
も
の
で
あ

る
｡
そ
し
て
家
屋
の
構
造
は
全
部
木
造
の

1
軒
家
で
其
下
部
は
左
官
工

事
を
施
し
た
も
の
も
あ
る
が
家
城
は
板
葺
で
あ
る
O
其

一
棟
の
内
は
住

居
'
家
畜
室
､
物
故
等
三
部
か
ら
な
っ
て
培
る
.

第
二
捷
式

7

1一
ル
(F
e
n
ile
)

カ
ド

レ
地
方
に
多
-
カ
ル

]1
ツ
ク
'

ァ

ル
ブ
山
地
に
は
梅
め
て
少
Ll
い
O
牧
草
を
刈
-
収
っ
て
'

一
昨
積
ん

で
罷
-
串
を
臼
的
と
し
'
草
刈
期
に
の
み
作
家
と
し
て
博
用
す
る
に
過

ぎ
な
い
O
全
部
木
造
で
屋
根
は
板
久
は
木
皮
で
あ
る
O
其
土

蔓

は
木
杭

久
は
石
垣
を
重
み
､
其
上
に
小
屋
を
築
造
し
'
窓
の
設
け
は
L_
い
｡
然

林の屋小式ル昌フる丁こ見てt:トブ▼ル さ ク



れ
ど
-
其
側
面
は
大
幹
の
木
材
を
其
嘩

石

割

り
と
な
し
-
観
に
積
み
麓
ね
柁
-
の
で
あ
る
か
ら
.

隙
間
多
-
重
来

の
流
通
は
極
め
て
宜
い
｡

讐

頭

式

カ
セ
ラ

(Cash
･2)
此
小
屋
は
高
山
牧
場
に
於
て
､
夏
季
作
業
中
牧
畜
者
の
任
屠
と
し
'
叉
各
種
乳
製

品
の
禦

苛

な
す
際
に
使
用
す
〇

一
股
に
村
有
で
あ
っ
て
,
櫛
比
は
各
々
が
所
有
す
る
家
畜
を
､
此
小
犀

遠

致
し

乾
き
P
各
人
協
力
し
て
牛
乳

の
搾
取
及
び
各
種

の
整

妃
に
徒
事
し
､
其
収
益
は
此
共
同
事
業
に
供
給
せ
る
豊

田
の
頭

数
豊

中
乳
の
鼻
に
比
例
し
分
配
す
.表

す
る
に
此
事
業
は
ア
ル
ブ
山
地
に
行
は
る
～

純
然
た
る
云

協
同
乳
業
域

と
も
銅
し
得
べ
u
Jで
あ
る
O
而
し
て
此
標
式
の
小
屋
は
執
れ
も
､
牧
場
の
中
心
に
建
染
せ
ら
る
ゝ
も
の
で
あ
る
が
.

英
機
式
は
左
の
二
枚
に
匝
別
す
る
こ
と
が
出
来
る
O

l

カ
セ
ラ
(C
asg

大
部
分
左
官
工
.事
を
以
て
L
I木
造
の
も
の
は
極
の
て
稀
で
発
根
は

l
駿
に
板
茸
で
あ
る
O

元
衆
力
セ
ラ
は
,
軍
に
一
室
あ
る
の
み
な
れ
ど
､
現
今
は
普
通
平
家
造
-
の
三
富
か
ら
成
-
'
久
二
階
を
宥
す
る
と

き
は
､
四
室
よ
-
成
っ
て
屠
る
1

cl

～;
"

L
og
g
ie)

ロ
グ
二
着
テ
ト
イ
エ
↑
etto
l･e
は
､
夜
間
中
小
屋
と
し
て
使
用
し
ー
其
形
は
甚
だ
狭
長
で

唯

完

の
み
な
関
し
て
ゐ
る
二

轍
に
木
造
で
稀
に
左
官
工
事
乳
は
石
垣
髪

諒

､
豪
租
は
板
茸
の
片
側
家
根
で
あ

る
C
久
山
半
生
飼
用
す
る
に
は
,
此

ロ
グ
藍

竿

る
こ
と
総
-
'
唯
に
石
垣
を
築
き
.
其
内
に
入
れ
る
を
督
強
と
し

て
周
る
｡

ア
ル
プ
ス
の
架
落

恥
･j
奄

叩

川
州

H
r.
1

〓
ニ
七



地

球

兼
五
啓

邦

柑

娩

望

〓
完

第
四
標
式

ク
コ
べ
レ

(R

74C
O
V

ere)
表

に
カ
セ

レ
式
小
屋
の
分
布
区
域
よ
-
泡
に
高
い
地
方
に
あ
る
.
菅
に

牧
畜
者
の
用
に
供
す
る
の
み
な
ら
雪

常
に
樵
大
孔
は
政
夫
に
よ
っ
で
使
用
せ
ら
れ
,
危
-
亦
自
ら
二
穂
あ
る
0

1

.Pt
ヰ

ツ
･L

(B
a
ite
)

パ
ヰ
ツ
ー
は
､
草
刈
乳
は
炭
焼
の
番
に
使
用
す
る
小
さ
な
償
小
屋
で
､
新
衆
､
刈
草
等

を
貯
蔵
L
､
叉
牧
畜
者
'
数
虫
等
が
数
日
間
の
宿
泊
に
使
用
す
る
も
の
で
あ
る
｡
其
形
は

一
定
し
な
い
が
,
天
然
の

地
形
､
即
ち
碧
蔑
或
は
洞
窟
等
を
利
用
し
､
片
側
家
根
で

一
般
に
樹
皮
､
艦
肢
､
或
は
枚
聾
で
あ
る
｡

C>.

カ
ソ
ネ

(C
a
s
.
n
e
j

ヵ
ソ
ネ
は
其
用
登

別
者
と
殆
ん
ど
糾
麓
で
あ
る
が
'
基
布
碇
は
稗
や
永
久
的
で
あ
る
｡

其
形
梅
め
て
フ
ニ

式
小
屋
に
痔
旧
し
､
其
太
さ
は
'
迫
に
大
き
い
0
但
し
側
面
は
'
板
聾
で
間
際
な
-
容
乗
の
流

通
宜
敷
-
な
い
の
で
あ
tjfU

小

屋

の

配

置

ヵ
セ
レ

式
小
屋
は
二

股
に

毒

家
と
し
て
存
す
れ
A
J
も
P
例
升
と
し
て
ペ

リ
エ

ノ

B
e
11
uno
山
地
の
如
-
二

牧
場
内
に
二
両

軒
集
倉
す
る
も
の
も
あ
る
｡
之
れ

山
牧
場
に
数
多
の
家
族

の所
有
地
が
人

ら
込
ん
で
居
る
が
弟
で
p

断
の
即
き
は
レ
シ
ア

R
｡sia
ト

ル
レ
T

.rre
ナ
チ
ソ
ネ

N
a
t
i
s

･
n
e

の
滞
難
谷
及

p
ブ

エ
ヌ
人
の
牧
場
に
於
て
ち

之
を
見
る
｡
か
ゝ

る
地
方
に
於
で
は
村
有
牧
場
を
或
数
多
の
家
族
に
貸
伸
を
な
す
習
慣
が
あ

っ
て
､
各
農
家
は
各
々

英
カ
セ
ラ
を
整

訳
し
､
各

～
牛
乳
搾
取
に
従
事
す
る
の
で
あ
る
の
で
あ
る
0
そ
し
て
斯
-
カ
セ
ラ
式
小
屋
が
･･
和
瓦

に
躍
れ
で

1
枚
城
内
に
散
在
す
る
有
様
は
､
槍
か
-
塘
原
代
の
村
落
の
如
き
威
を
抱
か
せ
る
の
で
あ
る
0
故
に
是
等



ほ
､
名
村
(･就
任
S
人
家
)
に
勤
し
､
笈
村
と
も
和
し
得
ペ
-
､
英
独
髄
岬は
､
ガ
イ
ル

rZail
谷
汲
其
他
n

ル

シ

カ
島

の
或
地
方
に
放
て
も
亦
見
る
こ
上
が
出
来
る
の
で
あ
る
｡

移
牧

制

度

ぜ
所
有

桂

ア
ル
ブ
山
地
の
華
牧
制
度
は
.
改
組
諜
基
地
の
者
と
酷
似
し
て
居
る
｡
之
英
地
理
上
の
諸
原
因
が
p
此
両
地
方
を

し
て
植
物
地
理
上
に
著
し
-
梼
似
し
て
居
る
か
ら
で
あ
る
.
元
泰
牧
畜
業
は
'
金
-
水
草
を
逐
ふ
て
各
所
に
移
遷
す

る
者
t･･B
れ
ば
.
勢
ひ
遊
牧
iii轟
の
傾
向
が
あ
る
.
そ
し
て
人
口
の
増
加
は
.
土
地
の
開
磯
,i
直
接
の
関
係
を
宥
す
る

薯
で
､
其
始
め
土
地
の
所
有
樵
は
'
全
-
共
有
的
で
あ
っ
た
.
然
れ

ど
も
徐
々
に
農
光
起

-
､
終
に
土
地
機
が
偶
人

の
専
有
と
な
っ
た
｡
古
代
ド
イ
ツ
の
マ
ル
ク

R,f
arks人
の
如
き
現
今

p
シ
ア
'
ダ
ダ
ス
タ
y

i)
agh
e
s
ta
n
の
如
き

現
象
を
目
し
て
p
所
有
械
塵
蔓
の
第

1)
湖
に
あ
る
者
と
し
た
事
が
あ
る
け
れ
ど
も
'
此
説
に
は
同
意
し
難
い
｡

マ

リ

ネ
リ
ー
氏
は
､
ア
ル
ブ
山
地
に
於
け
る
共
有
種
の
存
奄
及
共
同
作
未
は
此
地
方
の
地
形
及
人
事
と
翰
達
し
で
起
っ
た

薯
O
如
牧
畜
業
其
者
自
ら
が
就
候
と
密
接
の
関
係
が
あ
わ
'
且
人
口
稀
少
な
る
が
席
に
起
っ
た
産
業
で
あ
る
か
ら
P

入
日
仙
崎
加
に
件
ひ
'
薪
作
業
は
､
自
然
に
凝
連
す
べ
き
で
あ
る
O
従
っ
て
高
山
牧
畜
業
は
～
共
有
樺
の
一
機
式
と

し
て
'
久
し
く
存
す
る
も
､
速
に
は
個
人
専
有
の
事
業
と
軽
じ
去
っ
た
の
で
あ
る
と
｡

各
様
式
小
屋
の
地
理
上
分
布

地
形
と
高
度
の
関
係

放
域
を
三
苗
に
匝
介
し
､
其
各
散
に
固
有
の
住
家
分
布
模
式
を
其
高
距
に
射
し
'
次
の
如

ア
ル
プ
ス
の
曳
路

発
茄
懸

罪
川
盤

望

El.

〓
品
九



地

球

沸
立
海

鮮
肘
舵

望

四

-
四
0

-
分
痔
し
た
r･1
帥
村
落
の
家
屋
は
'
冬
季
の
任
属
で
あ

っ
て
､
ス
タ
が
-
式
小
屋
は
､
春
秋
二
孝
､
カ
セ
レ

式
小
屋

は
夏
の
任
盾
で
あ
る
｡
同
氏
は
倣
円

の八
地
方
に
就
き
､
之
室

二
隆
関
野
撒

1
名
前
山
構
ア
ル

ブ
伺
中
糖
度

卸
内
植

よ
し
'
其
ハ
布
を
粕
査
し
た
U

ィ
､
各
鞘
は
内
灘
地
方
よ
り
升
葡
地
方
に
向
ひ
低
下
す
O

p
'
針
帝
地
方
で
は
､

ス
ク
ボ
タ
式
小
屋
の
分
布
置
域
少
-
1
カ
セ
レ
式
小
屋
の
分
布
院
域
は
ー
高
騰
甚
だ
低
し
0

..二

カ
セ
レ
式
小
屋
の
分
布
区
域
は
､

1L
つ
の
森
林
鞘
に
依

-
､
二
欄
に
切
排
せ
-?
れ
'
･l･藤

は
天
然
の
敏
域
よ

り
成
れ
ど
も
､
下
灘
の
者
は
､
森
林
濫
伐
の
結
果
得
た
る
所
収
揚
よ
-
成
る
∪

!1
'
パ
ヰ
ツ
ト
式
の
小
屋
分
布
匪
城
は
､
カ
セ
レ
式
小
屋
の
分
布
匝
域
よ
-
上
層
に
あ
っ
て
､
肢
辱
な
る
牧
場
よ

ゎ
成

り
'
ア
ル
ブ
前
山
鼎
に
於
で
は
'
高
度
二
四

〇
〇
米
を
超
ゆ
｡

各
潤
と
基
穐
物

見

マ
リ
ネ

リ
氏
は
'
任
家
と

他

の
関
係
と
に
依

-
.
次
の
が
-
分
頼
し
た
｡

1

永
久
住
居
葡

農
産
新
地
と

一
致
し
､
諾
覇
黍
は
､
此
標
式
臆
産
物
で
あ
る
｡

C
一

ス
タ
ポ
リ
鼎

大
約
耕
作
不
充
分
な
る
地
鼎
と

7
致
し
'
耕
作
物
は
馬
鈴
薯
山
耕
作
を
以
て
､
.共
立
な
る
も

の
と
し
'
他
の
農
産
物
の
多
-
は
'
既
に
此
帯
に
於
で
壷
-
0

8

カ
セ
レ

本
鞘

森
村
に
富
む
地
方
と

一
致
す
0

4

上
部
カ
セ
レ

糟

湛
水
久
は
軍
籾
の
帯
-

1
致
し
ー
見
此
糟
は
ー
氷
河
の
堆
積
湖
及

圃
谷
等
の
存
在
す
る
併



で
あ
る
0

各
帯
と
其
交
通
機
関

叉
交
通
機
関
の
鮎
か
ら
云
ふ
と
'
下
糖
は
進
路
'
中
灘
は
牒
馬
を

通
す
る
電
路
､
カ
セ

レ

帯
は
牛
を
通
せ
る
小
棒
､
最
後
の
帯
に
は
'
最
早
や
歩
行
者
の
満
に
も
'
判
然
見
分
け
る
革
の
出
家
な
い
細
雀
に
過

ぎ
な
い
.
要
す
る
に
P
各
難
問
の
交
通
及
前
述
の
諸
現
象
は
'
吾
人
が
想
像
す
る
が
如
-
､
密
接
な
る
関
係
を
有
す

る
も
の
で
な
い
｡
今
其

7
例
を
挙
げ
る
と
'
新
道
路
の
開
通
は
必
ず
し
も
P
永
久
住
家
帯
の
襲
史
を
促
さ
ず
'
叉
夏

季
住
居
の
存
在
は
'
必
ず
し
も
P
高
距
と

一
致
し
な
い
で
p
.地
理
の
状
況
印
岩
石
が
あ
っ
て
'
風
を
選
掩
す
る
虞
p

叉
は
洞
泉
の
興
出
す
る
虞
等
が
'
薯
に
其
分
布
に
関
し
て
居
る
の
で
あ
る
｡
斯
-
し
て
人
燕
は
､
牧
場
の
開
磯
に
閣

し
.
種
々
な
塵
化
を
輿

へ
'
何
は
下
層
の
動
捕
物
中
永
久
住
家
帯
の
潜
を
し
て
p
カ
セ
レ

樽
見
は
之
と
反
対
の
方
向

に
運
搬
し
混
同
せ
し
む
る
の
で
あ
る
｡

以
上
は
ア
ル
ブ
山
地
に
於
け
る
宋
港
に
関
す
る
研
究
の
概
要
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
.
此
種
の
研
究
は
'
近
年

ヨ

ー

ロ
ッ
パ
の
各
地
に
於
て
'
注
意
せ
ら
る
ゝ

所
と
な
っ
て
p
其
歩
を
進
め
つ
ゝ

あ
る
｡

フ
ラ
ン
ス
'
グ
ロ
ノ
ー
ブ

ル
G
ronoble
大
挙
に
附
屈
し
て
居
る
ア
ル
ブ
地
理
畢
教
室
の
如
き
は
､
既
に
十
数
年

前
に
創
設
せ
ら
れ
て
居
で
'
此
種
の
研
究
に
向
つ
て
居
る
.
見
聞
-
所
に
よ
る
と
'
オ
ー
ス
Ji
リ
ヤ
f
イ
ン
ス
ブ

ル

ッ
ク
h
sbruck
大
拳
に
も
此
種
の
も
の
が
設
け
ら
る
ふ
と
の
事
で
あ
る
0

ア
ル

プ
ス
の
袈
終

発
五
馨

罪
四
娩

pq

宝

L
四
l



地

球

.節
五
懸

鰐
川
娩

E
O
六

i
四
二

本
邦
で
私
が
､
種
々
な
る
場
合
に
聞
及
ん
だ
わ
へ
或
は
見
単
を
試
み
た
所
に
よ
る
も
P
此
種
の
山
地
の
飛
落
並
t

其
住
民
の
生
活
状
態
は
､
随
分
趣
味
の
多
い
も
の
が
あ
る
ら
し
-
､
石
川
腫

上
摘
井
蛙
と
の
棟
界
を
L･.
す
山
地
に
於

け
る
P
夏
季
衆
落
(出
作
-
)の
如
き
も
の
や
p
赤
城
火
山
南
斜
両
の
移
牧
生
活
の
如
き
P
或
は
長
野
煉
白
骨
温
泉
附

鑑
に
於
げ
る
高
地
耕
作
の
描
き
は
､
此
稜
に
儀
す
る
も
の
で
あ
る
｡
締
其
他
に
も
種
々
あ
る
と
思
ふ
が
p
購
求
此
種

の
祈
究
哲
進
め
で
p
本
邦
山
地
住
民
の
生
活
状
態
と
'
白
然
に
間
ひ
っ
ゝ
あ
る
状
態
智
知
る
事
は
'
地
理
挙
上
p
猶

-
来
港
地
撹
畢
の
み
L･4
ら
す
p
経
済
地
理
拳
に
於
て
も
P
梅
め
て
必
要
L･.事
で
あ
る
O

0
石
垣
島
の
人
口
減
少

石
垣
島
(両

横
〓
ハ
方
監
七
五

)は
八

重
山
群
島
の
7
つ
で
沖
縄
本
島
よ

り
も
奄
滑
に
近
い
島
で
あ
ろ
.
或
は
桝
し
て
汚
さ
れ
ね
自
然
博
物
園
と
粥

へ
ら
れ
､
戒
に
歌
の
島
だ
と
鑑
で
ら
れ
る
｡
然
し
日
光
に
飾
り
に
輝
き
過

ぎ
'酌
熱
は
人
間
の
情
動
か

別
掲
す
る
｡
風
洩
四
〇
米
-

六
〇
米
の
触
風

は
人
間
の
倦
み
在
吹
き
飛
ば
し
て
f･･･
ふ
､濠
雨
'
淑
洞
に
加
へ
て
恐
る
べ
き

地
細
が
即
ふ
た
こ
と
も
み
ろ
｡
猛
磁
七
ア
プ
リ
ヤ
蚊
や
蝕
宰
摘
ま
り
な

い

白
蟻
は
繁
租
し
て
居
'熟
聯
性

フ
ィ
ラ
り
ア
'象
皮
病
､
ヂ
ソ
ギ
ユ
熱
'
勃

聯
兼
刑
が
あ
る
｡

有
紀
鎌
に
依
っ
て
木
島
の
人
口
軌
懸
か
見
ろ
に
'
托
重

電
lt三

年
に

は
十
九
簡
相
に
伴
属
し
た
島
民
は
二
鵜
七
千
相
好
四
十
人
に
達
し
'
自
侭

相
の
如
き
三
千
四
常
人
以
上
に
凍
び
'
千
人
以
上
の
人
口
か
有
す

る
郡路

十
三
か
仙界
L
LL
ー
然
る
に
同
地
丁
四
月
二
十
四
日
(陰
暦
三
月
十
日
)猟
瞭
爪に

侍
り
Y
建
つ
小卜
壷

伐
は
盈
噂
の
輔
叩付
か
せ1粥
つ
て
…潤
一死
者
九
千
的

官
八
十

八
人
の
多
き
に
達
し
'
1
朝
に
し
て
人
口
竺

二
分
の

1
以
上
私
失
っ
た
｡此

の
天
災
は
孤
島
の
生
暗
む

.i
層
別
雛
に
し
飢
餓
､
疫
痢
相
次
い
で
至
り
紀

元
二
些

l真

申
に
は
死
重
Eニ
千
七
官

三十
三
人
'
二
四
六
二
年
に
ほ
死
者

a
.PT打
三
十
六
人
.
二
四
九
六
年
に
は
肺
疹
代
行
し
て
死
者
大
官
五
十
五
人
'

二
五

l
三
年
に
も
疫
痢
に
よ
っ
て
千
八
官
四
十
三
人
私
共
つ
i1
｡
人
口
減

少
か
防
ぐ
筑
め
に
二
五

1
九
年
に
は
多
子
免
税
の
法
か
布
い
て
多
産
か
奨

脚
す
る
に
至
つ
ii｡
大
鹿
六
年
の
調
資
に
よ
る
と
本
島
の
人
口
は

)
塾

二

千
四
官
二
十
人
で
あ
る
.
背
振
雄
で
あ
っ
㍗
自
体
の
如
き
滝
今
は
人
口
千

人
か
出
な
い
｡安
裳
'野
底
等
の
部
落
も
晋
は
五
六
宵
人
の
<
口
私
有
し
た

が
､
今
で
は
藩
に

1
人
の
伴
艮
瀬
音
に
重
り
'桃
盟
と
云
ふ
都
路
は
今
で
は

僅
か
に
三
戸
男
六
人
女

7
人
に
な
り
､立
ち
政
ぷ
家
は
軒
傾
き
緊
落
ち
､従

に
藁
等
の
_ェ
ぴ
こ
ろ
に
要
せ
て
居
ろ
O
み
の
相
で
も
も
う
五
人
に
七
つ
九

七
人
に
･T.fi
つ
㍗
と
云
ふ
梯
七･{痛

乏
し
い話
か
開
く
｡(地
租
敬
育
三
月
般
折

戟
糾
谷
仰
賠
仰喝

石
山取
品
の
懐
けめ
な
孤
島
収
地相
と
r,･L,3'
人
口
の
地
場
L
に
繰
る
)


